
令和７年度御殿場市新制服検討に係るアンケート結果報告 

 

御殿場市教育委員会 

 

１ 実施期間：令和７年６月 11 日（水）から６月 24 日（火） 

 

２ 調査対象 

(1) 児童・生徒：市内小学校４・５年生、中学校１・２年生全児童生徒対象 

(2) 保護者   ：市内小学校４・５年生、中学校１・２年生全家庭対象 

 

３ 回答数 

(1) 児童・生徒：市内小学校４・５年生、中学校１・２年生 1,369 人 

(2) 保護者   ：市内小学校４・５年生、中学校１・２年生 1,881 人 

 

４ 児童・生徒アンケートの分析 

(1) アンケート結果 

  設問① 新しい制服に求めたいものは何ですか。 

  設問② 自分はどんなタイプの制服を着たいですか。着たいと思う制服の種類は何ですか。 



   設問③ 夏服の上衣はどんなタイプがいいと思いますか。 

(2) 自由記述の主なご意見（全 1,369 回答中 149 記述あり） 

〇女子でもズボン・スラックスをはけるようにしてほしい                ・・・多様性・防寒 

〇かっこいい、かわいいものがいい   〇おしゃれなデザイン            ・・・デザイン性 

〇涼しいもの、通気性がいい    〇動きやすさを重視してほしい         ・・・機能性 

  〇安いもの、手ごろな値段                                ・・・経済性 

  〇3 年間着られるもの、丈夫なものがいい                             ・・・耐久性 

  △今のままでよい       △セーラー服を着たい    △学ランを着たい 

  ▲制服はいらない     ▲常にジャージでいい    ▲私服でよい 

 

(3) 考察 

児童生徒用のアンケートについては、設問①の「子供たちが制服に求めたいもの」については、

「暑さ寒さの対策」「動きやすさ」「着やすさ・着心地」「デザイン」といった回答が多く、実際に着る当

事者の視点として回答してくれました。設問②「どんなタイプの制服を着たいか」という問いに対し

て、ブレザータイプが５０%、スーツタイプが１７%、詰襟セーラー服が２９%という結果になりました。

また、設問③夏服のタイプについては、レギュラーシャツとポロシャツがほぼ同数の３７・８%となり

ました。 

 児童生徒の自由記述では、「かわいい・かっこいい、おしゃれな制服がいい。」といったデザイン

面に関する記述が多く見られるとともに、防寒や機能面に触れる意見も多数書かれていました。

一方で、「今のままでよい」といった意見や、制服そのものが必要ないという意見も書かれていまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 保護者アンケートの分析 

(1) アンケート結果 

  設問① 新しい制服に求めたいものは何ですか。 

 
   

  設問② お子様にどんなタイプの制服を着させたいですか。お子様に着させたいと思う制服の

種類は何ですか。 

 

   設問③ 夏服の上衣はどんなタイプがいいと思いますか。 

 



(2) 自由記述の主なご意見（全 1,881 回答中 384 記述あり） 

  〇安価なもの、現在よりも価格を下げてほしい、家計の負担にならないように    ・・・経済性 

  〇動きやすく、暑さ寒さ対策がされているものにしてほしい                ・・・機能性 

  〇洗濯しやすいもの、アイロン不要など手入れのしやすいものにしてほしい ・・・イージーケア 

  〇3 年間着られる、おさがりができるような丈夫なものが良い              ・・・耐久性 

  〇透けない生地、汚れが落ちやすい生地、しわになりにくい素材          ・・・素材・材質等 

  〇女子のスラックス等の着用を認めてほしい                    ・・・多様性・防寒 

  〇学校ごとに違いが判るデザインにしてほしい                           ・・・デザイン性 

  △今のままでよい、おさがりを考えていたので変更されても困る 

  △変更するのであれば、移行期間を設けたり選択制にしたりしてほしい 

  △セーラー服・学ランを着られるのは中学校だけだから、変更しないでほしい 

  ▲制服をなくして、体育着・ジャージで過ごせばいい 

  ▲制服でなく私服にすれば選択の幅が広がる 

  ▲制服や学用品の購入が家計を圧迫している 

 

(2) 考察 

保護者アンケートでは、設問①「新制服に求めるもの」として多かったものは、「家で洗えること」

「手入れのしやすさ」「価格の安さ」「暑さや寒さの対策」という順になりました。設問②では、ブレザ

ー４７%、詰襟セーラー服３７%、と今使っているものをそのままでという意見の割合が、児童・生徒

よりも多くなりました。また、設問③の夏服に関しては、保護者は圧倒的にポロシャツが７０%という

結果となりました。 

保護者の記述では、「今のままでよい。」という記述が多い中で、「制服を着る機会が少ないの

に変える必要がない。」「おさがりを考えていたのに、新制服は困る。」といった声や、「金銭的負担

が増える」「詰襟・セーラー服は中学生らしい服装」といった意見も見られました。 

賛成意見の中にも、「旧制服と新制服どちらを着てもいいようにしてほしい。」「移行期間を設け

て、おさがりを認めるようにしてほしい。」という意見が多く見られました。デザインに関して多様な

意見が寄せられましたが、「学校ごとの違いが分かるようにしてほしい。」という意見は複数見られ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 


